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X皿　統括勘定の出現

第1節統括勘定の意義

　統括勘定（controlling　a㏄ount）の出現は，

近代簿記の特色のひとつであるといわれてい

る。たしかに，経営規模の拡大は，会計の集

約性と分散性つまり集権的会計管理と分権的

会計管理とを同時に可能にするような仕組を

必然的に要請するものであった。ここに，勘

定組織・帳簿組織・業務分掌組織の三者が一

体となって機能するような管理組織が必要と

された。かくして，充実した各種の補助簿が

業務各課に分属して分散的・分権的・部分的

・直接的な会計管理の機能を果すとともに，

主要簿は専ら会計課（経理部）に専属して，

集中的・集権的・全体的・間接的な会計管理

の機能を果すようになる。また，これと並行

して，総勘定元帳に開設される殆どの勘定は，

統括勘定化して，それぞれに対応する数多い

補助簿を統括する機能を果すようになる。

　商業簿記における最も典型的な統括勘定の

事例として，一般に，売掛金勘定と買掛金勘

定とが挙げられる。これらの両統括勘定と人

名諸勘定との歴史的経過は，会計史上に最も

興味深い事例をのこしている。以下，この命

題を中心として論ずる。

　なお，統括勘定（controlling　a㏄ount，　con－

trol　a㏄ount）として，補助元帳を独自平均

帳（self－balancing　ledger）とするために開

設される勘定のことを考える向きもあるが

（例えば，スブラーグの簿記書，1907．その他米国

では），一般には（とくに英国では），この種の

勘定は，整理勘定（adjustment　a㏄ount）と

よんで区別している。いうまでもなく，総勘

定元帳に開設される統括勘定（例えば，売掛

金勘定）と，分割元帳（例えば，売掛金元帳，得意

先元帳，accounts　receivable　ledger，　customer，s

lelger）に開設される整理勘定（総勘定元帳
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勘定）とは，貸借反対に記録の全部が照応す

る関係にある。この点に関連して，後に再説

する。

　英米（加）古典簿記書を通覧する限り，次

のような事象が，明らかに認められる。すな

わち，現金出納帳や手形記入帳，あるいは仕

入帳や売上帳のような補助簿は，古くから採

用されており，また，時代が下るにつれて，

main（P「inciPal）booksとsubsidiary（au＿

xiliary）booksという名称の区別も一般化す

るようになる。しかし，売掛金勘定（account

receivable），買掛金勘定（a㏄ount　payable）

という統括勘定の出現，売掛金（得意先）元

帳accounts　receivable（customer’s）1edger，

買掛金（仕入先）元帳account　payable（credi－

tor’s）1edgerの両補助元帳の登場は，案外

に時期的に遅いのであって，その出現は，前

世紀も後半に入ってから，場合によっては，

むしろ今世紀の初頭の頃と考えてもよいくら

いである。売掛債権および買掛債務の記録に，

総勘定元帳上で人名諸勘定を用いる時代は，

思いのほか永くつづいたのである。実名商品

勘定の永い時代が終って機能的な商品勘定

（混合商品勘定）が出現したのは，おおむね，

前世紀の中葉とみてよいが，売掛金・實掛金

の両統括勘定の出現は，それにやや遅れる。

おりしも商品勘定の3分割（仕入勘定，売上勘

定，繰越商品勘定）がはじまった頃とみてよい

と思、う。

第2節統括勘定への発展段階

　売掛金・買掛金の両統括勘定にそくして，

その発展段階を区別すると，次のとおりであ

る。

　第一段階……売掛債権および買掛債務にっ

いては，仕訳帳・元帳および試算表の上で，

すべて人名諸勘定を用い，売掛金（得意先）

元帳，買掛金（仕入先）元媛のような補助元

帳を開設していない。
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　第二段階……仕訳帳，総勘定元帳，試算表

の面では，依然として，数多くの人名諸勘定

を用いているが，貸借対照表（balance　sheet）

ないしそれに相当する会計報告書の面では，

account　receivable売掛金，　ac◎ount　payable

買掛金，の両勘定を，それぞれ，資産の側と

負債の側に掲示する。

　第三段階の（A）……元帳の直列的な分割を

図る方式。すなわち，総勘定元帳に開設した

両統括勘定によって，両補助元帳を完全に統

括し，主要簿と補助簿の管理機能が立体的に

完備した状態に達している。

　第三段階のqB）……元帳の平列的な分割を

図る方式。すなわち，売掛金元帳（Debtor’s

Ledger），買掛金元帳（Creditor’s　Ledger），

一般元帳（General　Ledger）および私的元帳

（Private　Ledger）のように。この場合，整理

勘定（Adjustment　A㏄ount）を採用してSelf－

Balancing　Ledgerとする。一般元帳に開設

されるDebtor’s　Ledger　Adjustment　A㏄ou－

nt（売掛金勘定，売掛金元帳整理勘定）と，売掛

金元帳に開設されるGeneral　Ledger　Adjus・

ment　A㏄ount（一般元帳整理勘定）とは，貸

借が等額で反対に照応する。「統括勘定と整

理勘定とは貸借が等額で反対に照応する」と

いってもよいが，一般に，この場合には，統

括勘定（controlling　a㏄ount）とe：いわない

場合が（とくに英国では）多いようである。第

三段階の㈲の直列的分割の場合で，総勘定

元帳に開設される統括勘定が補助簿（補助元

帳）を統括するというケースでは，その補助

元帳が独自平均帳であるとは限らない。むし

ろ，独自平均帳でない場合の方が一般であろ

う。独自平均帳化する必要性は，「元帳を平

列的に分割」することからくるのである。

　元帳の直列的（垂直）分割，元帳の平列的

（水平）分割という用語を便宜上使っているが，

勿論，一般用語ではないので，ここで具体的
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に補足説明しておく。前者の場合では，元帳

総勘定元帳）と補助簿（売掛金元帳，買掛金元

帳等）との関係は，統括勘定を媒介としてい

わば立体的・成層的な結合をしている。補助

簿のうちのいわゆる補助元帳は，あくまで補

助簿であって主要簿ではない。すなわち，総

勘定元帳と同列ではない。後者の場合では，

売掛金元帳，買掛金元帳，私的元帳（Private

Ledger）は，一般元帳と同列の主要簿であっ

て，補助簿ではない。「元帳の分割」という概

念を，厳密にあてはめる場合では，かかる平

列的分割のことを指すと解釈すべきではなか

ろうか。元帳の直列的分割の場合は，厳密な

意味では，「元帳の分割」ではないと考えら

れる。

　そこで，先の第三段階の（B）では，同列の

数種（に分割された）の主要簿である元帳が，

それぞれに独自平均帳であることを要求され

るのも当然の帰趨であろう。また，先の第三

段階の（A）では，総勘定元帳と補助簿とは，

統括勘定を媒介として成層的・直列的に結合

しているのであるから，かかる体制が確立し

ている以上，補助簿それ自体を独自平均帳化

するメリットに乏しい。記帳の正確性の検証

は，統括勘定と補助簿の照合によって可能で

ある以上，補助簿を独自平均帳化することに

よって行なう自己検証，統括勘定と整理勘定

の照応による検証という二重の手間をかける

必要は，まずない。

　手許にある資料についてみるのに，ソーヤ

ー（J．Sawyer，1852）やバタースビー　（T．

Battersby，1878）の簿記書の場合のように，

前世紀の後半になっても，依然として，第一

段階に止まっている。参考のために，ソーヤ

ー簿記書の貸借対照表（p．3）と，バタースビ

ー簿記書の残高勘定（p．25）を掲示する。数

多い人名諸勘定に注目されたい。（次頁の表

参照）
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　第二段階への発展を示す典型的な事例とし

ては，イングリス（W．Inglis）の簿記書（1849）

をあげたい。仕訳帳の面でみられる残高勘定

への振替仕訳での数多くの人名諸勘定の実況

と，売掛債権の合計額（2530・2・11），買掛

債権の合計額（2291・8・2），この両者を

Balance　Sheet上で，売掛金Aん、．　Rec．1e・

および買掛金A／。t、．　Pay．1e・（Accounts　Rece－

ivable，　Accounts　Payable）として示してい

る実況とを注目されたい。

ユ8 仕　　訳　　帳 借方 貸方

月
日
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Balance　Sheet
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P
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臼
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第3節人名勘定と擬人説

　すくなくとも簿記書の上でみる限り，すで

にのべたように，人名勘定の時代，つまり，

総勘定元帳上で売掛債権と買掛債務を記録す

るのに数多い人名諸勘定を用い，試算表ある

いはBalance　Sheetの上でも同様の状況が

認められる時期は，思いのほか永くつづき，

前世紀末頃も依然としてそうであった。この

ことに関し，次のような反問ないし評論がな

されるかも知れない。

　簿記の『テキスト』の上で，そのような事

情が認められるのは，前世紀ともなって尚，

そのような事情が一般化しているのは，簿記

の教育上の配慮にもとつくのだと。つまり，

債権・債務の増減変動の記録を簿記のルール

にそくして教える場合，例の擬人説（借主，

貸主）を適用するに際しては，人名勘定はま

ことに好都合である。簿記の『テキスト』の

上で，人名勘定の時代が永くつづいたのは，

この角度からみて当然であると。

　かかる傾向を顕著に示すケースとして，現

今の芙国の簿記テキストをあげることができ

よう。ここでは，1967年に第21版を刊行した

代表的なテキストMunro’s　Book－Keeping

and　Accountancy，　by　Andrew　Munro，　Twe且．

ty・First　Edition，　by　Alfread　Palmer，　London

をあげておこう。同書では，はじめ人名勘定
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を用いて売掛債権・買掛債務を記帳する方式

によって基礎的な知識・技術を習得させた上

で，243頁以下では，Self－Balancing　Ledger

というタイトルで「元帳の分割」（いわゆる平

列的・水平的な分割）を提示している。先の第

三段階の⑧の方式を採用するのである。な

お，Principles　and　Practice　of　Book－Keeping

and　A㏄ounts，　by　B．　G．　Vickery，　Twentieth

Edition　Revised　by　B．　Mendes，　London，1971

では，第5章で独自平均帳化した「元帳の分

割」の帳制を示しているが，用語としては，

先のようにDebtor’s（Sales）Leder　Adjust－

mellt　A㏄ountとGeneral　Ledger　Adjust－

ment　Accountとはせずに，　Sales　Ledger

Control　AccountとGeneral　Ledger　Con－

trol　A㏄ount　としている。　Adjusment

AccountではなくControl　Accountという

用語である。A㏄ountancy，　A　Textbook　for

the　Professional　A㏄ountant　alld　Advanced

Commercial　Examinations，　by　W．　Pickles，

Second　Edition　in　conjunction　with　G．　W．

Dunkerley，　London，1955（P．239）では，

Sales　Ledger　Adjustment　Accountsのよう

にControlでなくAdjusmentを用いている。

　日本の簿記テキストでは，一般に，「整理

勘定」（Adjustment　A㏄ount）とよんでいる

ようである。
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第4節統括勘定方式と整理勘定方式

　先述の第三段階の㈲の直列的（垂直）分

割の場合を統括勘定方式とよび，第三段階の

（B）の平列的（水平）分割の場合を整理勘定方

式とよんでおく。いうまでもなく便宜的な呼

称として。前者は，次第にその数を増してき

た人名勘定口座を悉く総勘定元帳に開設する

煩をさけ，補助元帳の採用・充実によって個

別的かつ直接的な債権・債務の会計管理を補

助簿に専管させ，総勘定元帳に統括勘定を設

けて補助元帳を文字通り統括させたのである。

後者は，債権・債務に関する人名諸勘定記録

の実体（明細），損益および資本金に関する記

録の実体（明細）あるいは，場合によっては，

商品勘定や固定資産勘定までも，総勘定元帳

（一般元帳）から分離し，元帳の分割をはかっ

ている。もっとはっきりいえば，総勘定元帳

の面では，債権・債務（得意先，仕入先の実況）

や損益等の具体的な内容が判明しないように

意図されているのである。売掛金元帳と買掛

金元帳とは，　Secret　Ledgers（秘密元帳）と

しての性格が顕著なのである。

　古くから，損益諸勘定や資本勘定を私的元

帳（Private　Ledger）に移し，秘密元帳（Se－

cret　Ledger）にする実務はみられたようで

ある。売掛金元帳と買掛金元帳とを独自平均

帳化するという発想は，これらを秘密元帳に

するという意図をひめていると考えられる。

総勘定元帳に売掛金・買掛金の両統制勘定を

開設するという意図は，人名諸勘定の明細記

録を補助簿にゆだねることに外ならぬ。

　以上の観点からいえば，一部にみられる次

のような見解は，必ずしも適当ではない。

　「簿記書に説明してある独自平均帳は，初

期のイギリス簿記学の説明であるが，つづま

るところ，単に補助元帳の全部の勘定の総合

計を貸借平均させるための人為的な小手先細

工であり，一部の学者が机上で考察した空論
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にすぎず，実用された例も見ない」と。

　すでにのべたように，独自平均帳（化）は，

「元帳の分割」さらにいえば，秘密元帳制と

表裏一体のものであるとみなけれぽならぬ。

そうだとすれば，秘密元帳という制度それ自

体の存在理由は間わないこととして，すくな

くとも，「独自平均帳なるものは一部の学者

が机上で考察した空論」であると断定するこ

とはできない。たしかに「人為的な小手先細

工」のようにもみえる。また，百歩ゆずって

小手先細工であるといってもよいとしよう。

しかし，それは，必要に応じてなされた工夫

であった。いわゆる「必要は発明の母」とい

うわけで，専門家の酔狂ではない。

　パチオリないしパチオリ派の簿記にみられ

る3主要簿制（tre　libri　PrinciPali）セこつい

て，極めてローカルなもの，あるいは，実務

レベルからみて立ちおくれているもの，とす

る批判が古くからある。そのゆえんは，主と

して，複合（分割）仕訳帳制への発展の萌芽

が全くみられないこと，元帳の分割（秘密元

帳制）がみられないこと，に求められている。

秘密元帳制は，簿記の歴史とともに古いので

ある。

　なお，先掲のソーヤー簿記書の貸借対照表

・貸方の末尾を注目されたい。こうなってい

る。

　　　　；士：1蒙動葎　’9111gi

　　　　P．L3商品，8。26、631

　P．L．とはPrivate　Ledger（私的元帳）の

ことで，明らかに，「元帳の分割」と考えら

れる。

　また，借方の末尾に，P．L．1資本i68211

【71101とあるのも，同様である。



とくに本項を設けてこれを論じたゆえんであ

る。

XIV元帳の変遷

第1節　設　題

　「取引事実を同種項目ごとにまとめて計上

・記録するという観念は，元帳成立の基本で

あり，これなくしては元帳は存在しない。し

かも，元帳なくしては，われわれが理解して

いる意味における簿記はないのである」（リト

ルトソ『会計発達史』，片野訳書・133頁）といわ

れたこの帳簿の変遷については，すでに，リ

トルトン（A．C．　Littleton）が主著『会計発

達史』（前掲）の第7章《元帳の変遷》（A㏄ou・

nting　Evolution　to　1900．　Part　I．，　Chap．　Vll．

Changing　Types　of　Ledger　Entries）で，

詳細に取り扱っている。その主旨は，「元帳

（が），初期における取引の完全表示の文章形

式から，現代における高度の省略的表式記帳

の方式まで発展した証跡」を解明することに

むけられている。まことにオーソドックスな

ものであり，問題の核心をついたといえよう。

　しかし，この第7章に関していえぽ，資料

が余りにも初期イタリァ簿記ないし簿記書に

偏っており，その後の変遷についてふれるこ

とが，まことに少ない。彼自身，「その後の

二百年間に変化はほとんどなかった」（訳書，

p．161）とのべているくらいである。率直に

いって，彼の解析は，大雑把にすぎるし，ま

た，観念的なところがある。

　もうすこし，簿記技術面に立ち入った細か

い（長期にわたる）観察が必要なのではないか。

第2節元帳各勘定ロ座の丁（頁）数欄

　　　（Folio，　Fol．，　Fo．，　Reference，　R．）

　現今のわが国の簿記書では，この丁（頁）数

欄には，多くの場合，「仕丁」という見出し

が入っている。例えば，下掲のとおりである。

　仕丁とは，仕訳帳（Journa］）の丁数（folio）

という意味であることはいうまでもない。

丁数（folio）とは，帳簿の左右2頁分（同じ

頁付のしてある）のことであるから，もっと簡

単に頁数という意味をはっきりさせて，仕頁

としたほうが今日では明確であろう。ともか

くも，この欄は，仕訳帳の記録と，その転記

先である元帳各勘定ロ座の記録との連絡・脈

絡をはっきりさせ，帳簿の有機的な結びつき

を明確にするためのものであり，記帳の完全

性の要件となっている。仕訳帳に元丁欄が開

設されていることは，いうまでもない。

　ところで，仕訳帳に元丁欄が設けられ，元

帳の何頁に転記されているかを明らかにする

という方式は，簿記の歴史の上では，仕訳帳

の登場とともに古い。

　一例としてここでは，DomeniCO　Manzoni，

Quaderno　doppio　col　SUO　Giornale，　etc．，　se・

condo　il　costume　di　y伽θ’fσ，1540年版の実

況を紹介する。なお，パチオリ以来の最初の

重要な簿記書といわれているこの著者名につ

き，ブラウン編『会計史』の『書目』，エル

ドリッジの「書目』，Historical　Accounting

Literatureの『書目』では，悉くDomenico

とあり，また，ペラガロ（Edward　Peragallo）

現 金

付日方借
　
　
　

仕
丁
．

　
　
一

要
一

摘付
一

日 摘用陛　貸方
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のOrigin　and　Evolution　of　Double　Entry

Bookkeepingやゲイスビーク（J．　B．　Geijs－

beek）のAncient　Double－Entry　Bookkeep・

ingのような著名な書物でも，Dominicoでは

なくてDomenicoとある。メリス（Federigo

Me11is）のStoria　della　Ragioneria，1950で

も同様にDomenicoとある。筆者の手許に

あるマンゾー二の原著（1540年版）のゼロッ

クス版のタイトル・ページの記事は，次掲の

とおりである。

　DOPPIOCOLSVO　　　GIORNALE，NOVAMENTE
　　　　CO吻ε’0，＆diligentissi〃vatnen’e

　　　　　ordinate，　secondo〃‘OS’κ一

　　　　　　　〃昭¢ガVene’ra．

　　　OPERA　A　OGNIPERSONA
　　　　vti’issima，＆卿oJ’O　necessuria．

DI　DOMINICO　MANZONl
　　OPITER　GIENSE．

CVM　GRATIA　ET　PRIVILEGIO
　　del　ltletstn’ssimo　Senato　di　Vene

　　　　tia，　par♂Anni　diece．

　明らかに，DOMIN［CO　MANZONIとあ
る。さて，このマンゾー二の仕訳帳（Giornale

l）oppio　segnato　in　Venetia，　M　D　XXXX）

の冒頭の部分は，右掲のとおりである。

・の左端の部分に湘されたい・法傷

等とあるのが，元帳の丁数を示している。す

なわち，分数のような形になっているが，上

の部分（分子に当る数字）が借方科目の元帳の

口座了数を示しており，下の部分（分母に当

る数字）が貸方科目の元帳の口座丁数を示す。

現金（Cassa）の口座が，元帳では，冒頭の

第1丁に開設されていることを示している。

仕訳帳の元丁欄が，摘要欄と金額欄の中間に

開設されるようになっても，この欄の記載内

容に変化はなく，今日に継承されている。な

お，中央の摘要欄に相当する部分の記事に関

し，冒頭にPCassa／A何々（Cauedal
de　mi　Aluise　Vallaresso，）とあるのは，借

方・現金，貸方・何々（資本金），の仕訳を示

している。金額欄は右端で，一欄式である。

　初期のイタリア，オランダの簿記書におけ

る仕訳帳の左端の表示について，参考のため

比較して示しておこう。

。Angelo　Pietra（Indrizzo　de　gli　economi，

　1586）

　　　　．9　　　　　　－Per　Cartoleria／／a　Cassa
　　　　　．32

・Jan　Coutereels　（Den　stijl　van　boeck－

　houden，1603）

　　　　．．三．1r．Cassa　debet　oft　is　schuldich

　　　　　．2．

　　ム2糊’‘r莇川。、繍麺・や伽v醜r惚　　　i

’ノ灘観鞍難i驚罎篠警灘

㌧避轟聡i輩鑓
・・蘇蹴i蕪

　　　伽刷i鱒即シ9‘ss　　　唖≠

・　棺綿蟹霧蹴：齢辮1辮叫・一・職’

多÷3

‘ノ韓鍵璽鐸鷲

　　　　　　　　　　96，巳。9－－f』
∠一一剛一7－一一一一一ア
　　　　　　　　　，「「t・，tpSUdi‘rM麗酬鯉剛隔

　　　　　　　　　　・・，一一96軒

’　零鶉繋瀦7糊艦灘離器

多÷唖ﾚ糊瀦袈騨鴛
　　　　　　　　　　　　A
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　aen　Capitael　van　my　I．　C．　L．1500，

。Giovanni　A．　Moschetti（Del1，universal

　trattato　di　libri　doPPii，1610）

　　　　一一．1－一一PResti　tratti　dol　Libro　Crose

　　　　　1

　　　　　　　＝ACauedal　di　me　Gio．

。Lodoivco　Flori　（Trattato　del　modo　di

　tenere　il　libro　doppio　domestico，1636）

　　　　舞C・11・gi・・・…。ノ・d　A・drea

　　　　　　　del　Sole

　Per（P），　A（a），　dobet等の高度の符号化

がみられる。また，貸借の区別のための，ノ，

＝，といった記号化もみられる。

　ところで，元帳各勘定口座の参照頁欄につ

いてみると，一貫して先掲のように「仕丁」

となっていたわけではない。18世紀の末頃か

ら19世紀の初頭にかけて，大きな変化を示し

て今日にひきつがれている。

　この参照頁欄の記載につき，

　仕訳の相手勘定の元帳口座の丁数を記載す

る方式のもの，これを便宜上，L型とよぶこ

とにする。

　仕訳帳の丁数を記載する方式のもの，これ

を便宜上，J型とよぶことにする。

　L型とJ型および参照頁欄のないものの3

類型を区別し，手許にある英米（加）の簿記

書についてみると，次頁の表のとおりとなる。

ここでは，著者名とカッコ内書に刊行年次を

示しておく。

　この調査結果は，実にはっきりした特色を

示している。

　（イ）大陸簿記書であるマンゾー二（1534）を

はじめとして，18世紀末頃までの芙書は，例

外なくL型である。

　（ロ）18世紀末頃から」型が登場してくるが，

前世紀ともなると，この調査では，偶然では

あるが，L型とJ型とが，同数でおのおの6

である。全般の傾向としても，L型とJ型と

があい半ばする状態とみてよかろう。

50

　の　米（加）書の場合では，最初の簿記書

であるミッチェル（1796）以来，この調査に関

する限り，例外なく，悉くJ型であって，L

型は存在しない。偶々T．Dilworth（1802）と

W．JackSon（1818）とがL型であるが，ともに

英書でf前者は1777年（London），後者は1785

年（London）のそれぞれ米国版である。米

書が例外なく悉くJ型であるのは何故か。英

米両国を同時代で比較した場合に，かかる相

違が目立つのは何故か。これは実に興味ある

課題である。なお，損益・残高の両集合勘定

に，名目諸勘定・実体諸勘定を振替えるに際

して，仕訳帳を経由しないで直接口座間の振

替記帳を行なったような場合に，この両集合

勘定口座の丁数欄の記入はどうなるのか。ま

た，これに相応ずる各勘定口座の丁数欄の記

入はどうなるのか。仕訳帳での振替仕訳それ

自体が行なわれていないのであるから。この

場合の丁数欄の数字は，例外的に，J型でな

くL型のものとなる。すなわち，元帳面の丁

（頁）数である。そこで両集合勘定口座に限

り，丁数欄にLed．というタイトルを付する

ことがある。例えば，メサーペイ（A．B．

Meservey）の簿記書（1875）がこれである

（p．126）o

　㊥　英書については，とくにJ．Mair（1736）

とB．Booth（1789）に注目されたいn伝統派

の首領で教師のメヤーはL型，改革派の首領

で商人のブースはJ型（J型の先駆者とみてよ

かろう）である。

　伝統派ともみるべきL型は，元帳の摘要欄

（乃至，その相当欄）に仕訳の相手勘定科目を

書くという伝習と結びついたもののように思

われる。今日のテキスト風に示すとこう（52

頁上段）なる。

　相手勘定科目が2以上の場合では，諸口と

書く。総括的な合計転記が一般化してくると

（現に一般化している），摘要欄は，殆どが，諸

口となる。こうなっては，諸口と書いても書

かなくても同じで，要するに相手勘定科目は



英米古典簿記書研究拾遺（承前）（久野）

参照頁欄なし
．（英書）

一

F．W．　Cronhelm（1818）

仕訳帳の丁数：」型

（英　書）

B．Donn（1778）

B．Booth（1789）

J．MorriSon（1807）

J．Lambert（1812）

1．P．　Cory（1839）

B。Foster（1843）

D．Sheriff（1850）

F．C．　Krepp（1858）

（米・加書）

J．C．　Colt（注）

W．H．　Richmond（1846）（注）

　　　　　　　（米・加書）

W．Mitche且1（1796）

相手勘定（ロ座）の元帳丁数：L型

　　　　（英書）
D．Manzoni（伊，1534）

J．Ympyn（英訳，1547）
J．　Peele　（1553，　1569）

J．Weddington（1567）

J．Mellis（1588）

J．Carpenter（1632）

R．Daffome（1635）
J．Collins（1653）

A，Liset（1660）

S．Monteage（1683）

R．Colinson（1683）

R．North（1714）

A．Macghie（1718）

A．Malcolm（1731）
H．Stephens（1735）

J。Mair（1736）

W．Gordon（1765）

D．Dowling（1765）

T．Dilworth（1777）

RHamilton（1777）

P．

J
．

P．

Kelly（1801）

Sedger（1807）

Deighan（1807）

MPower（1813）

R　Langford（1822）

J．Benett（1820）

L　Preston（1829，1851）

J．C．　Colt（1833）

S．W．　Crittenden（1850）

W．Orr（1872）
C．C．　Marsh（1832）

Bryant＆Stratton’s（1871）

B．Meservey（1875）

T．Battersby（1878）

（米・加書）

T．Dilworth（1803）

W．Jackson（1811）

（但し，上掲の簿記書は，いずれ

も英書の米国版）

（注）J．C．　ColtとW．　H。　Richmondについては，本文参照のこと．
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元 帳

現 金

臼
一
×

付1

淑
××

××

摘

資
諸
諸

要
　
金
口
口

　
　　

…
本

　
　

仕
丁
1
2
〃

金　　額 日付睡
500，000　　　　×

150，000

50，000

×
×
×
×

×
×
×
×

用陛
備　　　品　　1

消耗品費　　〃

当座預金　　〃

商　　　品　　〃

［金額
　　　150，　OOO

　　　　10，000

　　　　200，000

　　　　100，000

不明なのである。より根本的には，このよう

に相手勘定科目を記入することに，本来，意

味があるのかどうか。元帳の機能からみて。

問題はむしろここにある。結論的にいえぽ，

元帳が勘定別の分類・統計の記録である以上，

当該科目名（この例示では，現金）と貸借の金

額がわかればよいのである。仕訳の相手勘定

科目を知る必要はないのである。しかるに，

伝統的には，スネル（Charles　Snell）のThe

Merchants　Count三ng－House　etc．，1718．の

RULES　to　be　observed三n　the　BALANCE

or　Chose　OF　YOUR　LEDGER，（p．21）に

代表される次のような見解が，なかなか根強

いのである。

　Then　you　ought　to　Point　all　the　Articles

on　Debit－side　of　your　Ledger，　and　Point

as　you　go　along，　all　the　Counterparts　on

the　Credit－side　of　your　Ledgeγ．

　摘要欄に仕訳の相手勘定科目を記入する場

合，元帳の相手勘定口座の開設場所を示す丁

数（左右両頁にまたがっている場合），あるいは

頁数を，摘要欄と金額欄の中間に開設された

参照頁欄に書きこむのは，すこぶる自然とい

うぺきである。

　ただし，ここでとくに注意すべき点がひと

つある。それは，前述したように，元帳の摘

要欄に仕訳の相手勘定科目を書くこと，その

記載それ自体が無意味だということである。

仕訳帳は勘定分解の，元帳は勘定分類の帳簿

であるとする原点に立ち返らねばならぬ。簿

記テキストの根強い伝習として，今日の簿記
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テキストでなお，元帳・摘要欄に仕訳の相手

勘定科目を記載している。この点は大いに反

省すべきであろう。

　元帳の記帳を，その機能にそくして，簡略

化しあるいは簡明にしようとする試みは，す

でに久しい以前から，ごく一部ではあるがみ

られた。

　例えぽ，フォスター（B．Foster）Vt　A　Co．

ncise　Treatise　on　Commercial　Book－Keep・

ing，　etc．，1839（3rd．　ed．　pp．67～68）でいう。

　The　Ledger　shoud　be　kept　in　the　most

concise　form．　The　illsertions　ought　never

to　exceed　a　line　each，　or　to　contain　more

than　the　Title　of　the　Journal　entry　to　which

they　refer．　To　a　person　unacquainted　with

bookkeeping，　this　brevity　is　apt　to　be

considered　unsatisfactory　；and　it　was

formerly　the　practice　to　add，　in　each　line，

afew　explanatory　words　；this　is　still

done　in　some　counting　houses；but　sudh

explanation　are　practicable　only　a　Iimited

busineSS．

　リッチモンド（W．H．　Richmond）のA

Comprehensive　System　of　Book－Keeping，

etc．，1846（Montreal）は，次頁のような元帳

を示した（PP．34－）。摘要欄に記入の金額は，

内訳金額である。科目と貸借の金額の記帳の

みで足りるとする建前である。

　また，コルト（J．C．　Colt）のThe　Scie－－

nce　of　Double　Entry　Book－Keeping，　etc．，

1837（3rd．　ed．），　Cincinnatiは，その巻末の



1）γ．

英米古典簿記書研究拾遺（承前）（久野）

　　　　　LEDGER　A．

　　　　　　　Stodk． Cr．

J．A．　P．12800，……………・…°’°餌 J．A．　P． 12115　00。・・。・・・…　6。・・。・・・・…

1）r． Merchandize． Cr．

」．A．　P． ’75° X，9’、2111鱒｝

2165　145，　233143，。・・。・。

5207

199

ウ
臼
8

1

ρ
0
Ω
U

J．A．　P． 1133　106，　2481　173，・。・

2108　10　9，・。・・。・・°°・’”°°°°鱒゜’

615 7　9

1）r． Cash． Cr．

J．A。　P．
o■””ウ

3815122
り

000561

筑D

PAL3

㎏曲曲㏄R

81568

SmB

160000，　，5200，・・・・…　。・　　　652

2144　16　9，。。・・・…　。・・・・・・・…　。・

　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　Cr．

0　0

J．A，　P．
，600・O・O，i42．O．O，＿．．＿．1

251　00，　235000，・・・・・・…

245　00，・・・・・・・・・・・・…　。・・…　。・。

　　　　　　　　　　　　「

2
1
4
0
6
4

0
0
0
0

J．A．　P． 242　00，・・。・・・・…　u°°”°’’”°°’°
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Practical　Forms　for　Keeping　BooksのNo．5

（pp．172～173）として，次のようにのぺ，か

つ，元帳の様式につき，伝統的なformと実

践的なformとを対比しつつ示している。

V［1’illiam　Watsonの口座の摘要欄には相手

勘定科目の記載はない。

　Old　fashioned　aceountants　even　now　make

use　of　th　words　To　andβy；always　Debit三ng

an　account　to　another　account　or　sundries；

aτld　Crediting　うッ　the　a㏄ount　or　sundries．

Others　omit　writing　the　account　whidh　for－

ms　the　balance　for　eadh　sum　throughou亡

t｝leir　Leger，　retaini且g　nothing　but　the　dates

and　amounts．

PRACTICAL　FORMS

Dr，

1837
Jan．

　〃

　〃

　〃

Feb．

　〃

　〃

　〃

Mar．

　〃

Mar．

5
2
0
2
6
7
1
9
2
6
2
3
1
〃

1
11T°Me「chandise…°…’”

〃　　　　　do亀　　　・・・・・・・・・・・・…

〃Charles　Smith…………

〃Merchandise……………
〃　　　　　do．　　　・・・・・・・・・・・・…

〃Merchants　Bank・・……・

〃　Bills　Payable・…・…・…

〃Merchandise・・………・…

〃　　　　　do．　　　・・。・。・簡・・・・…

〃　　　　　do．　　　…　一・・・・…　一・

　To　Balance・・………・・……・・6

　8

20

29

61

85．

9ユ

101

110

115

116

1122・
1

1～obeγt　Oliver。

皿・
舗
1
0
1
0
0
2
1
1
1

i
5
0

1837
ian．

@〃

eeb．

@〃

26

P
6
1
　
ト
1
8

　「71ByC・・h

@　〃　do．

@　〃　do．

D〃　do．

11 50 Mar． 1 〃Marti
200 00 1　”

6
　
1

〃Willi
150 00 〃

〃1
〃Balan

60 00 l
t65 00
1

．
i

75 00
1
　一
1

1 〆

123 i…
．

［　　　　　’@　　　r「〆

P／
一 ＝ 一一．@　、＿＿罰

一． 一」．一．．一．

473 00
3
1

「
　
1

　　　　　　　　　一「

………一………・…
P23

…・…・…………・…
P61

…　。・・…　。・・。・・・・・・・・…　　　89

…　　　　　o　，　○　■　．　．　●　●　9　，　●　量　●　■　噸　●　，　，　■　・　，

　　Martin　H．　Crans………

〃William　E．　Montagve…

　Balance……・・……・……

90：

　　「

115

121
　　E
1221

　　C「・＿

　　200100

1…1・・

、器

　　　50100

、器

1，12300
　　　1＿

1）r． VVillai桝　va’atson．

1837
Jan．

　〃

　〃

　〃

Feb．

　〃

　〃

Mer，

　〃

　〃

　〃

Apr．

1
1．

　　　　　　　　　　　　　　　　／20　　　　　　　　　　　／

25　　　　　／
、1　　／／

25

ll／
ll／

1To　Balance…・………・・……

1
1
2
5
1
5
2
7
9
5
0

1
2
2
4
8
8
9
9
9
Q
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
↓
－

・・1・・

ll81器

・・77ﾞ
3，10050
　　　1；

500

50

75

92

10

250

35

10

0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
5
0
0
0
0
5

1837
Jan．

Feb．

　〃

Mar．

　〃

lApr．

－
↓
【
0
［
U
O
り
ρ
0
1
⊥

2
1
9
臼
　
2

／

／tt

　／
／

／
〆

／
／

／
／

／

1

Cr．

t

60

92

　〃

95

100

115

・・B・1・nce…………・…・・

　．．1．

85000
　　1

25050
　　1
15000
　　L
60000
　　ト

75000
　　1
60000

3，1005

il　1，777ρ0

…
篇
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1）r． ノbh　Hicleman． Cr．

1837
Jan．

〃

5
8
1
0
1
5
1
7
2
0
2
5
2
8
3
0

〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃

Feb．

・i・…ble……・……・・……・…一・

2　〃　30yds．　blue　Broad　Cloth

　　　＠＄5………・………・・……

　〃10yds．Silk，＠＄1………
　〃2001bs．　Sugar，＠15¢……

　〃85　〃　Coffee，＠15¢……

　〃10〃Tea，＠＄1………
　〃3，0001bs。　Tobacco，＠15¢…

　〃1，000gs　Molasses，＠50¢…

　〃50gs　Madeira，＠＄2……

　〃1001bs　butter，＠12¢……

　〃50vols　Family　hbrary……

〃　〃Burlamaqui’SN．＆P．　Law…

　To　Balance1

　1　1837
　150　Jan．

　！

i50狽nO

10ρ0

20 P00

12175．
10100

，50ioO

SOO100

100100

1210Q

　　　1．
　30　　00

　3　　’50

　　751，299
　　＿1

　449　　75，

、1・，J。m，，　F．。。n。ve，．．………

41〃C・・h

18「〃　do．

281〃　do．

．31　〃　Balance

／

ノ
〆

〆

／

／
／

／

／
／

／

／

100　00
50　00

200　00
500　00
449　75

1，299　　75

〔173〕

　「十年一日のごとき」，否，「百年一日のご

とき」旧慣の墨守も，もうこの辺で終りとし

たいものである。元帳の丁（頁）数欄に，仕

訳の相手勘定科目の元帳口座丁数を書くとい

う伝統に終止符をうって，断然，仕訳帳の頁数

（仕丁）を記入する方式に切り換えたときに，

元帳の摘要欄に仕訳の相手勘定科目を記入す

ることも，同時に廃止すべきであった。筋道／

／からいえば，本来，そうすべきであり，そう

　なるぺき筈であった。

　　なお，蛇足ながらつけ加える。先述したよ

　うに，丁数Folioとは，元帳の各勘定口座が，

　左右両頁に見開いて，左頁に借方（側）の記

　録が，右頁にContra（対象）・貸方（側）の

　記録がなされていた往時の様式の名残りであ

　る。例えば，次掲のようなフォームである。

（1）

（左　　頁）

17××

Jan．

　Cash．　　　　　　　　　Dr

　ToStock　for　ready　money．1

　To何々

F． 列s・ づ

17x×
Jan．

1　pc・・”・・

（右　　頁）

E
糾C

．By　Linen，　for　300　pieces．

By何々

Z 4i

1（
～

　（1）が左右両頁の端に出ているが，これが

第1丁という意味である。

　元帳の各勘定口座が，2頁にまたがること

なく1頁に開設されるようになると，丁数と

いういい方それ自体がおかしいことになる。／

／今日のわが国の簿記書で，漫然と，丁数ある

　いは仕丁欄等といっているのは，甚だこっけ

　いと言わざるを得ない。第1に，今どきの若

　者に，丁数とか仕丁といってもわかりっこな

　い。頁数，仕頁とかけばよいのである。
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XV　イタリア式（ベニス式）『簿記

　　テキスト』の完成一Paci・li（1494）・

　　Tagliente　（1525），　Manzoni　（1534）

　1534年（邦暦で天文3年，織田信長誕生）に，

仕訳帳と元帳との雛形と記帳例を完備した最

初の（おそらく）『簿記テキスト』が刊行さ

れた。　マンゾー二（DOmenio　Man20ni）の

次掲の簿記書である。

　　gvaderno　dopPio　col　svo　giornale，　nova－

　mente　ComPosto，　et　diligentissimamente

　ordinato，　secondo　il　costom　di　Ventetia

　DI　DOMINICO　MANZONI
　　（注。このタイトルページによると，Domini－

　co　Manzoniとある。各種の『書目』や諸文献

　では，いずれも，Domenico　Manzoniである。

　DominicoかDomenicoか問題であるが，ひ

　とまず，以下ではDomenicoとしておく）

　マンゾー二簿記書の成立を，図式的（s（ihe・

matic）に示しておくと，こうなる。

1494．　Pacioli，　Summa　　　　　　　　　1534．

　・『教則」　　　　　　　　　　Manzoni，

　（Instructions）　　　　　　　　　　　　　GUadernO

　　　　　　　　　　　　　　　　1525．Tagliente，　Considerando　　　　doppio

　・『雛形』　　　　　　　　　『教則』と

　（Examples　and　illustrations　『雛形』

　このTagliente，　Considerandoとあるのは，

Giovanni・4ntonio　Ta8・liente（1b醐蛎Anto・

nio　Taiente）の1525年（邦暦で大永5年）に

ペニスで刊行された次掲の簿記書である。

　　Considerando　io　Ioanni　Antonio　Taie・

　nte　quanto　e　necessaria　cosa　a　li　nostri

　magnifici　9・e－tishomeni＆adaltri　merca・

　tanti　el　landabile甥odo　de　tenere　conto

　吻libro　dopio　cioe，　el　Zornaale，　el　Li－・

　bro　conlalPhabette　secondo　el　consueto　de

　questa　inclita　Citta　di　Venetia，　etc．，

　Considerandoとは，英語のconsidering
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thatである。また，このタイトルの末尾
itこ，　secondo　el　consueto　de　questa　inclita

Citta　di　Venetia「彼の有名なペニス市風の」

（a㏄ording　to　the　habit　of　the　famous　City

of　Venice）という表現がみえている。また，

このタイトルでみる限り（他の箇所でもそうだ

が），著者名は，一般の簿記史書や『書目』等

にみえているTaglienteではなく，　Taien　te

である。

　僅か47頁（通しで。但し，ページの記載はない）

の小冊子で，内容は，仕訳帳に相当する帳簿

の雛形である。元帳に相当する帳簿の雛形や

開始・締切の記帳はない。

　冒頭のPer　Cassa，　A，　Chaudal　de　ni　tal．

（借方・現金，貸方・資本主）の仕訳にはじ

まる部分の実況を示す。

卵晒轟醐htirtpmldU‘噸ガ捌伽飴‘’望昭
’」‘f・t”eclfr’耀耀層玩勉聞♂j：t’r♂凋伽確

曜1”赤rtnr加帥，1　ogn‘溜躍∫躍ノ壷’‘ぱψ閥l

l繍湊瀦辮稽綴離臨
鵠聯露纈聯燃　　　　　　　　綴艶

脳灘欝繍蕪號

”鶉繍離識嬬綿『？，。巨，」，ti、

A’rt，rs　lt五舅ψ岨紳’remtt　re醐’‘f”t，σ解’et

喰9貿醐励，’Ψ㎡’9，畷♂脚鮒γ解’5朋f恥
げt　UtTetti　e　Sftndr砺’昂r傭僧唱。09，genlo　e’

fir励r漁疏脚鮨‘9噸，綱9・

P’剌ﾙ瀦灘灘譲綿琵
　解‘7偏鱈。。9－一一一謬nt一ピ4e，939癖σ

一

D驚搬灘蕪
繭躍1鵬吻聞の謝，．

P’r扁’耐’4，A，‘尋‘舳”σ置4脇姫♂ρ’伽

潔甥糊碧”，謬”竺竺贈r、。5．8ゆ．

　マンゾー二の仕訳帳（Giornale　dopPio）の

冒頭は，次のとおりである。

・藩P瀦〃 Cauedal
（stock）
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　　　　　　de　mi　Alluise　Vallaresso，　etc．

　この両者ともに，借方と貸方を示すために

前置詞の符合のPer（P），　A（a）を用いてい

る点を注目されたい。これをペニス形式（the

original　Venetian　form　of　journal　entry）

という。英語のByとToに当る。高度な

テクニカル・タームである。なおマンゾー二

の場合は，元帳への転記先を示すロ座の丁数

1，2，とが記載されている点，つまり先の

場合では，現金勘定口座（元帳の第工丁）と

資本主勘定口座（元帳の第2丁）が明示され

ているが，Tαgliente（Taientのの仕訳帳で

は，この（重要な）記載がない。転記先であ

る元帳の雛形がないのだから，元帳丁数がな

いのも当然ではあるが。また／も用いていな

い。

　マンゾー二の仕訳帳の末尾は，損益勘定の

貸借差額を資本（主）勘定に振替える次の仕

訳となっている。

…端P・・…d・…〃・・ue－

　　　　　　dal　mi　Aluise　Vallaresso，　etc．

　　　　　晰‘●Aぼ」”霊肋9『‘蝕職

桝メ鎚瓢拗塾雛饗粥韓
　　　　　ヨアヘ　　　　　　　　　　ラソ欝総遡題鰹愕7幕1
マ癩蠕辮璽脚：7騨
ソ癩謳壷藥繰：蹴；
”・零繭繍薪畑…一働
崇鍵魏騨蟹響鍛・掴一Pt

ソ盤難壁響壽諾掌
㌦箪隅認・激繍貿謙謝灘鵠戯脚
　　　Pψ耐甲曲・夢s。。号3・？u7駒ltee　　　　　　　　　　　　　，・，母1。？57

　　　飾’a，！Pttrenteaicr”4ら㈲離6〆隅7晒卿‘9

　　　鷹郷魏堵撫耀需‘
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　左に，参考のために，マンゾー二の仕訳帳

（Giomale　Doppio　Segnato　ln　Venetia　M　D

XXXX．）のこの部分を示す（第一頁は前出）。

　損益勘定（Pro　et　danno）への振替記帳は，

すべて仕訳帳を経由している。パチオリの場

合では，この振替記帳につき仕訳帳を経由し

ないのみならず，わざわざ，仕訳帳を経由し

ない理由（取引に非ずとする）までのべている。

パチオリ簿記書のレベルの低さを示すひとつ

の証左でもある。

　パチオリの場合では，仕訳帳・元帳等の計

算例や帳簿雛形（examples　and　illustrations）

は，全くない。専ら簿記の「教則」（instruc－

tion）に相当するような内容になっている。

また，Tagliente（Taiente）の場合は，僅か

に仕訳帳の雛形があって，「教則」に当るよ

うなまとまった記述がない。マンゾー二の場

合は，この両者を統合するような位置にある。

パチオリ以来の最初の仕訳帳と元帳の記帳雛

形を完備した，そして，教則と雛形という

『簿記テキスト』の定型をなした最初のもの

といえよう。教則に相当する部分は，パチォ

リの丸写しだといわれているが，記帳雛形が

ある点で，イタリア簿記の普及に資したこと

は，疑いないところである。いわゆるパチオ

リ系簿記の普及は，その実，マンゾー二簿記

書の貢献とみた方があたっていると思う。

　ペラガロ（E．Peragallo）は，　Origin　and

Evolution　of　Double　Entry　Bookkeeping

etc．，1938（P．60以下）で，パチオリ以来の最

も注目すべきこのマンゾー二簿記書について，

とくにその帳制の特色を指摘している。パチ

オリと対比すると，次のとおりである。

Pacioli，　当座帳（memoriale）→仕訳帳（gi・

　　　　　ornale）→元帳（quaderno）

　　　　　（いわゆる，tre　libri　PrinciPali，

　　　　　3主要簿制）

Manzoni，分割当座帳（libretti）→仕訳帳→

　　　　　元帳
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SPese　minute　di　casa（家事費明
　　　　　　　　　　　細帳）
SPese　di　villa

SPese　di　salariadi

SPese　di　fabrichi

Intrade　di　fitti

（農事費明
細帳）

（給与明細
帳）

（家賃明細
帳）

（賃貸料明
細帳）

　このlibretti（複数形，単数形ならばlibretto）

を構成する個々のlibretto，例えばSPese　di

Villa（Farm　expenses，農事費）のlibretto

（book）については，その合計額をもって，

仕訳帳（giornate）に，次のように仕訳する。

・29聖P助・・…陥〃

　　　　　　Cassa，

　なお，この帳制は，　「仕訳帳の分割」では

ないので，蛇足ながら付言する。

　また，ブラウン編『会計史』（p．122）には，

マンゾー二簿記書につき，次掲の注目すべき

指摘があるので，とくに紹介する。

　　The　stock　diMculty　he　shirks　by　assu．

　ming　that　there　are　no　unsold　goods　on

　hand．

　洋の東西を不問，複式簿記を採用していよ

うといまいと，「商品の実在高（棚卸高）と

帳尻（借方残高の場合）の差額が利益」という

財産法による利潤計算の原理，一般論として

いうと「資本の実在高と帳簿残高の差額が利

潤」とすす利潤計算の原理は，商人のつとに

体得していたところであるから，実務家（bo・

okkeeper）であったマンゾー二がこれを知ら

ぬ筈はないと思うのだが，いかがなものか。

ブラウン編『会計史』の先掲の見解には，に

わかに賛成し難い。

　ブラウン編『会計史』（p．120）で指摘して

いるように，「バチオリは記帳雛形（exam－

ples）をまったく用いていない。記帳雛形の

助けがなくては，初心者がこの技術を修得す

るのは，すこぶる困難である」（Paciolo　uses
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110examples，　and　without　the　assistance　of

these　the　art　can　hardly　be　acquired　by　a

novice．）といわねばならぬ。マンゾー一一一二簿記

書が注目されるゆえんである。

XVI損益計算志向の伝統

　会計（正確には企業会計）の基本的機能は，

個別資本循環運動の継続的・計数的把握と，

必要に応じ，随時もしくは定時に，資本と利

益を分離し，資本増殖部分すなわちある期間

に生じた利益を適正に測定することにある。

この基本的機能に関する限り，往時の商人簿

記の場合であっても，現代の大企業会計の場

合であっても，何ら変わりはない。会計の一

貫した損益（成果）計算志向，商人簿記の

Dynamikは，昔も今も何ら変わりはない。

　19世紀末のドイッ商法学（者）は，本来，

会計実務の伝統とは無縁の（あるいは，すくな

くとも第二義的な）「財産」概念，財産（価値）

計算志向を，会計（学）の領域に，いささか

無神経に持ち込んだといわざるをえない。シ

ュマーレンバッハ流の没価値論，動態観，損

益（成果）計算重視の考え方は，商法学に対

する激しい抵抗であると同時に，伝統的な簿

記・会計の伝統ないし「常識」を，再確認し

たにすぎないともいえる。

　簿記の損益計算志向そのダイナミズムを，

最も端的に示すものは，商品（混合）勘定で

ある。すでにのべたように，商人達は，伝統的

に，商品の仕入につき左（頁）側にその明細

を（仕入量，単価，仕入原価額等）を記帳し，その

売上につき右（頁）側にその明細（売上量，単価，

売上売価額等）を記帳した。この記録の意味す

るところは，商品という「財産」の増減を継続

的に記帳して在高を管理することを意図して

いるのではなくて，W（貨幣）→G（財貨）→

W’（貨幣）の資本循環運動を忠実に商品勘定

口座に反映しようとするものであり，「資本
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の実在高（商品の棚卸高）と資本の帳簿在高

（商品勘定の帳尻）との比較」によって資本増

殖部分としての利益（売上総利益）を測定しよ

うとしている。商品という「財貨」の管理計

算という意図ならば，当然，左（頁）側の記録

に対応して，右（頁）側の記録の内容は，売上

商品につき原価をもって記帳し，帳尻は，常

に商品増（左頁）と商品減（右頁）の差額とし

ての手許商品在高を示すものとなろう。簿記

テキスト（とくに日本の）では，この方法を「分

記法」と称し，前述の伝統的な方法を「総記

法」と称しているが，すでにのべたように，

いわゆる「分記法」は，まず一般に採用され

たためしはないし，もともと，このような簿

記用語も，日本のテキストの場合はいざしら

ず，必ずしも一般化しているわけではない。

　「資本の実在高と帳簿在高との比較」とい

う方法原理は，いわゆる「財産法による利潤

計算」の一般原理として知られている。在高

の時点比較というと，いかにも静態的である

かの如くであるが，その基調は，あくまでも

資本循環のプロセスを極めて動態的に把握し

ようとしているのである。

　さらに，簿記の勘定口座の総括（general

balancing）の手続の側面から考察してみると，

周知のように，手順としては，名目諸勘定口

座の記録すなわち収益諸勘定と費用諸勘定と

の各口座を，損益勘定口座に振替えることに

よって，つまり，文字どおりのclosing　entry

によって「締切り」，かつ，損益勘定口座の

貸借差額（っまり当期純利益もしくは当期純損失）

を，資本（主）勘定に振替えることにより損

益勘定口座自体もまたclosing（entry）され

る。資産，負債および資本の各勘定よりなる

実体（在）諸勘定は，伝統的な方法では，残

高勘定口座に振替え集合される。この勘定口

座へ振替え集合される諸勘定，すなわち，い

わゆる実体（在）諸勘定は，損益計算が遂行

された後に元帳に残留している諸項目，re－

mainders，　remains，　the　restであるとする
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考え方は英書においては，極めて古くからあ

る。例えぽ，拙著『英米（加）古典簿記書の

発展史的研究』（昭和54年5月刊，第一法規出版）

の94頁に引用したダフォーン（R．Dafforne）

のThe　Merchants　Mirrour：etc．，1635

（p．17）等である。また，拙著『前掲書』の

265頁に紹介してあるコリー（lsac　Preston

Cory，　A　Practical　Treatise　on　A㏄ount，

etc．，1839）の場合では，とくにRestを商

品棚卸（stocktaking）と同義語に用いてい

るが，このRestという簿記手続の目的につ

いて，極めて明確に，資本と損益との分離・

確定にあるとしている。かかる発想は，シュ

マーレンバッハのいういわゆる損益計算へ

の「未解消項目」（Schwebende　Posten，　the

suspense　items）と何ら異ならない。商人

簿記の伝統は，もともと動態的なのである。

このことは，先述したBalance　Sheetの起

源，あるいは，残高勘定の形骸化に徴しても

明らかである。すなわち，かかる元帳におけ

る残留諸項目のもっている意味は，本来は，

専ら検証の機能に求められている（いた）の

であって，けっして，財産状態の（客観的）

表示とか財産の（客観的）価値計算に求めら

れたものではない。

　以上の論点を，もののみごとに「逆立ち」

にしてみせたのが，「複式簿記の始祖（patri・

ar（血）パチオリ以来の最大の簿記学者」とし

て著名なSimon　Stevinである。1608年に刊

行のLiveγde　Compte　de　Prince　A　La　Ma・

niere　1）’ltalie，　etc．，　P．35と1604年に刊行

のVerrechnvng　van　1）omeinen，　ende　vors・

tely　Boeclehouden，　P．35およびカッツ（K．

Pats）の英訳（Translation　by　p．　Kats，　The

Institute　of　BookleeePer’s／ournal，　London，

Dec．1927．）を61頁以下に紹介する。資本在

高（借方，貸方）表（今日いういわゆる英国式貸

借対照表）の「証明」（PREVVE　D’ESTAT，

STAET　PROEF．）として損益（借方，貸方）

表が示されている。



　「資本在高（Estat　OU　capital，　staet　of

eapitael，　Estate　of　Capital）表の検証手段

として損益（Proussit＆Perte，　Winst　en

verlies，　Profit　and　Loss）表が位置づけられ

ており，損益諸項目をremainders（the　rest）

les　restes　des　PosteS，　de　restem　der　Postem

であるとする。

　なお，いささか蛇足だが，前述の「複式簿

記の始祖（patriar（iti）パチオリ以来の最大の

簿記学者」といったいい方は，止めた方がよ

いと思う。パチオリと簿記（〈計算記録詳論〉）に

関しては，すでにペスタの説その他に私見を

まじえて種々のべたので再説しない。類比し

たケースでいえば，明治6年6月と翌7年6

月に，福沢諭吉は，Bryant　and　Stratton’s

Common　SC　lool　Bookkeeping，　etc．を訳述

して『帳合之法』を刊行した。これがわが国

で最初の簿記テキストである。そうだからと

いって，何人も福沢を評して，「わが国にお

ける簿記（学）の始祖」とはいわぬであろう。

福沢は，開化の先達であり，偉大な教育者で

はあっても，簿記（学）の始祖ではない。パ

チオリは，大数学者であり，イタリア・ルネ

ッサンスの代表的文化人ではあっても，簿記

（学）の始祖ではない。また，Simon　Stevin

が「……以来の最大の簿記学者」であるかど

うかも，同様に疑問であるといわねばならぬ。

XW　改良イタリア式帳簿組繊

　周知のように，3主要簿制（tre　libri

PrinciPaのすなわち，日記（当座）帳→仕

訳帳→元帳の伝統的・古典的な帳簿組織のこ

とを，一般に，イタリア式（ベニス式）と称

するのに対して，現金出納（仕訳）帳と仕訳

帳（普通仕訳帳）との2種の仕訳帳に分割し

た方式，複合（分割）仕訳帳制への第一歩と

もいうべきこの方式を，一般には，改良イタ
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リア式と称している。

　イタリア式簿記（Die　italienisch　Buchhal－

tung），改良イタリア式簿記（Die　erWeiterte

italienische　Buchhaltung），ドィッ式簿記

（Die　deutsche　Buchhaltung），フランス式簿

記（Die　frazb’sische　Buchhaltung），イギリ

ス式簿記（Z）ie　englisch　Buchhaltung），ア

メリカ式簿記（Die　amerihanische　Buchhal－

tungうという用語のあるところからみると，

ドイツの学者の分類・命名のようである。

　複合（分割）仕訳帳制への萌芽ないし端緒

は，主としてオランダ簿記実務の影響下に，

英国のごく初期の一部の簿記テキストにすで

にみられたことは，前述したとおりである。

しかし，全般的にみて，複合（分割）仕訳帳

の普及は，時期的には，18世紀的から19世紀

にかけての頃からとみてよいと思う。ブース

（B．Booth）の簿記書（1789）が，まさしく

時代を画する存在であったことは，すでにの

べた。

　この時期までに，僅かにみられた帳簿組織

の変化は，3主要簿制の圧倒的な支配下にあ

って，いわゆる改良イタリア式簿記と称され

た仕帳帳の2分割にみられたぐらいのもので

ある。

　今日，改良イタリア式と称される最も原初

的な分割仕訳帳制にも，立ち入って考察する

と2つの類型のものがる。便宜上，その1を

スネル型といい，他をディルワース型とよん

でおく。

　〔スネル型〕

　後出のスネル（Charles　Sne11，1670－－1733）

が，1701年にロンドンで刊行した簿記書（Ru－

les　for　Book－Keeping，　etc．）にみられる。

　現金取引を現金出納（仕訳）帳に記帳し，

非現金取引を仕訳帳（普通仕訳帳）に記帳す

る。元帳へは，これら2種の分割した仕訳帳

から転記する。現金勘定口座へは，現金出納

（仕訳）帳から月次に一括して合計額を転記

する。現金出納帳以外の補助簿は，純然たる
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英米古典簿記書研究拾遺（承前）（久野）

　　　　　　THE　ESTATE　OF　DERRICK　ROOSE

MADE　UP。N　THE　LAST・DAY　OF・DECEMBER，1〔bo

　　　　Estate　of　Capital　debit

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，c

PヒrArnold∫acob5．．．．．　　51

Balance　deb三t，　put　here

　in　order　to　clo5c　dh三5

’statement………・3140

響
q
O

S
8
9「

Estate　of　Capital　credit

per　Nuts＿＿＿．．．．
per　PePP嘘r．．＿．．．．．．．

per　Omar　de　Swarte．．

per　Adrian　de　Winter

per　Peter　de　Witte＿，

per∫ack　de　Someτ＿．

per　Cash．．．．．，一．．．．．

　　　Total

　　L5d
　60：32
　20　　0　0

5i3120
：50　60

448　00
　54186
i944　75

Total
3「g「「7「 3191171

Theτema三ndcr　at　thc　end　of　the　ycar　is．．．．，．．。．．．，．，．，．．

at　the　beginning。f　the　year　it　was

　si460．．＿．．．．．．．．．．．．．．｝一．．．．．

　　　Increase　during　the　year．．＿．．．．

《■667　gs　8d　minus

．　　噸　　●　　●　　，　　，　　・　　■　　・　　r　　齢　　，　　o　　，　　，　　■　　，　　■　　■

．　　，　　■　　・　　，　　●　　昌　　・　　，　　．　　o　　・　　・　　■　　○　　●　　o　　，　　」

314091

215338
98755

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P700／0／the　Est4te

　“ln　order　to　make　certain　that　the　above　Estaヒe　is　co町ect　I　collect　all

remainders　of　accounts　increasing　or　decrcasing　Capital，　i．e．，　the　re．

mainders　of　all　accounrs　excluded　from　the　above　Estate，　because　they

do　not　represent　actual　things－－but　accounts　of　profit　and　loss　occurred

s義ロce＿aにhc　oth　of　January，　翼600　．　。。　．．　．．

Profit　and　Loss

Per　Trading　Expenses

Pcr　】日【ousehold　EXg

　　I》cnse5・噸‘●・・。・…　　◎・

　　　Total

Remaining　credit，　belng

profit　agreeing　with　thc・

　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

P「eVlous　　accou鳥㍉　　m．

serted　here　a5　balance．

　　　Tota1

debit

　　4＄d
　　57　70

ro7100
i64：70

987　55「

「152　25

Profit　and　Loss　credit

Per　profit　on　Cloves．．．

Per　profit．　on　Nuts．＿

per　pro丘t　on　Pepper．．　　181g　o

Per　profit　on　Ginger．．　4r　84

Pcr　Account　of　Profit

　and　Loss．・．・。．．．．．　go7　34

　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　Tota1　　　　　　　u52　25
　　　　　　　　　　　　　　　　　一

《
75

109

曾
0
鱒
ノ
2

5
4
可
鱒
！

　゜°S㎞ce　the　profit　ascertained五n　this　way　is　cqual　to　that　found　by

means　of　the　prev三〇us　es，tate　vix・，（987555d，　this　may　be　taken　as　the

ProoE　of　the　work．，，

補助簿の位置にとどめている。この間の事情

について，次のようにいう（同書の‘Observa・

tionS’の冒頭より引用）。

　　The　Boole　o　f　Trade－ChargeS，　InVoiCe一

βoo彦and　Factoγv－・Book，　are　purely　Copy一

呈11g；and　the　Ledger　is　form’d　from　the

／ournal　and　Cash－B・ok．

　　また，Bo罐of　TradE－ChargeS「商費明細

帳」の合計額は，現金出納帳へおくる。

　　　〔ディルワース型〕

　　前出のディルワース（Thomas　Dilworth）

が，1777年にロンドンで刊行し，1803年に

米国版（ニューヨーク）が刊行された簿記書

（The　young　book－keeper’s　assistant：etc．）
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にみられる。

　彼の場合は，主として初心者の理解に役立

てるため（後出の引用文），単一仕訳帳制（イ

タリァ式）に大幅に歩みよったところがある。

すなわち，現金取引を現金出納帳に記帳する

のであるが，元帳への転記は，専ら現金勘定

だけに限定して，その月次の合計額を一括し

て行なう。現金取引と非現金取引とのすべて

につき仕訳帳を経由して元帳に転記する。

Preface（p，3）で，次のようにいう。

　The　several　Journal　entries　relating　to

the　receiving　and　paying　of　money，　though

omitted　by　some　book－keepers，　are　yet　used

by　others，　and　therefore　I　have　placed　them

in　the　Joumal　as　well　as　inthe　Cash－

Book，　judging　it　most　convenient　so　to　do

for　the　learner’s　sake，　that　he　may　under．

stand　them　the　better．

　スネル型のいわゆる改良イタリア式（Die

erweiterte　italienische　Buchha〃ung）は，案

外長く実務界を支配したようである。われわ

れに身近な実例としては，明らかに英国簿記

実務の影響とみられる明治期の日本郵船株式

会社の帳制（但し，現金出納仕訳帳は多桁式で

「金銀出納帳」という。仕訳帳を「日記帳」とい

う）がある。一一ke大学図書館に原帳簿が所蔵

されており，詳細な紹介論文として，西川義

朗教授《日本郵船株式会社旧帳簿資料覚え書》

（一橋大学研究年報，商学研究21，昭和54年3月

刊）がある。

X皿スネルの簿記書：付，South－Sea

　　　　　　　　　　　　　Bubble

　エルドリッジの『書目』およびブラウン編

『会計史』の『書目』によると，スネル（Cha・

rles　Snell，1670－1733）の最初の簿記書は，

1709年刊のAguide　to　Book－keeping　aoco・

64

rding　to　the　Italian　Methodだという（P．

45，P．352）。ところが，　Historical　Account・

ing　Literatureの『書目』には，この簿記

書は掲示されておらず，次のものがのってい

る。

（1701）MerChant　a㏄ompt，　in　the　true　lta－

　　　　　lian　method，　etc．　London

（1701）　Rules　for　book－keeping，　according

　　　　　to　the　ltalian　manner：etc．，　London

（1711）　Accompts　for　landed－men；etc．，

　　　　　London

（1718）　The　merChants　counting－house：

　　　　　etc．，］しondon

（1719）　Book－keepiロg　in　a　method　proper

　　　　　to　be　observ’d　by　super－cargo’s

　　　　　and　factors．　etc．，　London

（1720）　Observations　made　upon　examin．

　　　　　ing　the　books　of　Sawbridge　and

　　　　　Company．　No　title　page．

（1714）　Ayres，　John

　　　　Arithmit（潅made　easie　for　the　use

　　　　and　benefit　of　trade－men　etc．　To

　　　　whidh　is　added，　a　short　alld　easy

　　　　method；after．hiCh　shop－keeper

　　　　may　state，　post　and　balance　their

　　　　books　of　accompts．　By　Charles　Snell

（？）　The　element　of　Italian　book－keep．

　　　　ing　Or　merchants　a㏄ompt．

　エルドリッジの『書目』では，前掲の簿記

書のほかに，A㏄ompts　for】anded・men（1710），

The　Merchants　counting・house（1720）および

A　short　and　concise　method（1723）が掲示し

てある。Historical　Accounting　Literature

とは刊行年次に相違があり，また，easyと

conciseの喰い違いもみられる。

　スネルは，1701年（邦暦で元禄14年，浅野長

矩の刃傷）にロンドンで，次掲の簿記書を刊

行した。



英米古典簿記書研究拾遺（承前）（久野）

　Rules　for　Book－Keeping，　A㏄ording　to

the　Italian　Manner：Now　in　general　use．

Directing　young　a㏄omptants　to　the　Books

and　Accompts，　where　the　Usual　O㏄urren・

ces　in　Trade　Are　to　be　Enter’d；And　ill

the　STILE　proper　for　such　Entrances．　By

Charles　Snell，　Master　of　the　Free－Writing．

SChool，　in　Foster－Lane．　London　MDCCI．

　いわゆる「教則」ともいうべき論述が主体

の小冊子で，記帳雛形は，いっさい用いてい

ないが，テキスト臭のない，イタリア式の定

型にとらわれていない実践向の簿記書である。

　帳簿として，仕訳帳（Journal），現金出納

帳（Cash－Book），商費明細帳（Book　of　Trde・

Charges），仕入帳（Invoice　Book），　Factory

Book（注，売上帳のこと），元帳（Ledger）を

用いるのであるが，最も注目すぺきは，仕訳

帳と現金出納帳（正確にいうと現金出納仕訳帳）

とからなる原初的な複合（分割）仕訳帳制を

採用している点である。かかる帳制への第一

歩とみてよい。

取引く親謂：融糠：園
　（但し，現金勘定口座へは，月次に一括して合

　計額を現金出納帳より元帳へ転記。商費明細帳

　の月末の合計額も現金出納帳へおくる。）

　この帳制は，後に実務上でごく一般化した

もので，前述のように，明治期の日本郵船株

式会社の場合（一一Hi橋大学図書館に原帳簿所蔵）

も，この方式である。

　現金出納帳以外の補助簿は，そのまま補助

簿としての地位にとどめてある。この間の事

情を，‘Observations’の冒頭で，次のように

いう。

　　The　Book　of　Trade－・ChargeS，　InVoiCe一

　βooん，　and　FactoryrBook，　are　purely　Copy・

　ing；and　the　Ledger　is　form’d　from　the

　／ournalt，　and　Cash－Book．

　ハミルトン（Robert　Hamilton，1788）や

ディルワース（T．Dilworth，1777）も，こ

のような仕訳帳の2分割法を採用しており，

単一仕訳帳制から複合仕訳帳制への第一歩が

ふみ出された。

　元帳の締切（Close），総括（Ballance），繰

越の手続に関して，簡明に，次のようにいう

（P．11）。但し，記帳の具体例は示していない

し，また，雛形も用いてはいない。

　LXIX　利益（Gains）の諸勘定，損失（Loss）

　の諸勘定を，それぞれ，損益勘定の借方・

　貸方に振替える（注，仕訳帳を経由するかど

　うか不明）。損益勘定の差額（the　Foot）す

　なわち純損益を資本（注）勘定に振替える。

　その他の諸勘定については，貸借の差額

　（the　Foot）を残高勘定（Ballance）に振替

　える（注，仕訳帳を経由するかどうか不明）。

　以上の記帳が正確ならば，残高勘定の貸借

　は必ず一致する。

　LXX　旧元帳の残高を貸借反対に新元帳に

　繰越す。

　1711年（邦暦で正徳元年，将軍家宣の治世）

に，スネルは次の小冊子を刊行した。29頁の

小冊子で全文が記帳事例である。タイトル・

ページに刊行年次の記載がない。1711年とい

う年次は，Historical・Accounting　Lite「atu「e

の『書目』に従った。

　Accompts　for　Landed－Men：Or；APlain

and　Easie　Form　Whi（ih　they　may　observe，

in　Keeping　Accomψts　of　their　Estates．　By．

CHARLES　SNELL，　Teacher　of　Writing

and　A㏄ompts，　at　the　Free　Wr至ting－School

in　Poster－Lane　；　With　whom　YOUNG　GE－

NTLE　MEN　may　Board．　London，　Printed

for　Thomas」Baker，　at　the　Bible　and　Rose

in加48・at　Street．

　財産目録および月別の収支計算を示しただ

けのもので，内容的には殆ど問題にならない。

1718年（邦暦で享保3年，この前年に大岡忠
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相江戸南町奉行となる）に，スネルは，次の簿

記書を刊行した。

　The　Merchants　Counting・－H薇sθ　：Or．

Waste－Book　lnstances，　With　Directions　for

their　Stating　and　Entrances　；By　Charles

Snell，　Accomptant．　Printed　for　the　USe

のhis　scholars，　At　the　F了ee　Writing－

S（血ool　in　Foster－Lane，　London　：　Where

he　Tea（血es　WRITING，　Inall　the　Hands

used　in　Creat－Britain；ARITHMETICK，

In　Whole　Numbers　and　Fractions，　Vulgar

and　Decimal；MERCHANTS　ACCOMP．
TS，　By　a　Complete，　Practical，　and　Appro．

v’рrchelne：alld　FOREIGN　EXCHANGES；

Who　also　Teaches　the　same　in　French：

And　Boards　Young　Gentlemen．　London：

MDCCXVIII．

　冒頭から20頁までに，

　Rules　for　Keeping　Merchants　Accompts

in　the　True　Italian　Method．として，　Rule　I

～Rule　69を示し，ついで2頁におたりrVa・

ste－Boole　lnstances，　which　1～ules　for　their

stating　and　Entrance．を示している。全巻

以上の22頁という小冊子である。

　Rule　lと2は，開始記帳を具体的に説明し

ている。勘定科目や数字（金額）もすぺて具

体的に示してある。この場合，Stock　on　the

Capital　Accomptを相手科目として資産を

借方に，負債を貸方に仕訳するとのべるとと

もに，別法として，資本（主）勘定でなく，

Entrance（開始），あるいはEntring　Ba11ance

（開始残高）という勘定を用うる方法をのべて

いる。開始残高勘定（この名称）を用いた例

として，英書としてはめずらしい。なお，仕

訳帳や元帳等の帳簿雛形はいっさい用いてい

ない。彼の前著書もそうであるが，このよう

に，帳簿雛形を意識的に（？）使わないとい

う点は，類例がない（すくない）のではある

まいか。以下，同形式で，開始記帳につづく

66

日常の取引と記帳の説明となっている。大型

本のしかも極端に小さい活字組で，具体例は

詳細を極めている。

　Rule　69までで，日常の取引を解説し，つ

いで2頁にわたる前掲のVVaste－Beole　In－

stances，　etc．では，諸帳簿（／ournat，　Cash－

Book，　Charg・es　of　Merchandise　Book，　InVoi－

ce　Boole，　Book　of　AeCompts　of　sales，　or

jFactor．V－Boole，　Ledger）の締切・総括の手続

を解説している。

　この項では，第1から第9まで個条書きで，

現金出納（仕訳）帳から，元帳の現金勘定口

座借方に月次差額を一括転記する手続，現金

出納（仕訳）帳から，現金以外の各勘定を元

帳の当該勘定口座に個別に転記する手続を詳

細にのぺている。仕訳帳の解説および同帳か

ら元帳への転記手続については全然のぺてい

ない。

　この項（p．21）の後半は，旧元帳の締切手

続と新元帳の開始（への繰越）手続をのぺて

いる。

　この説明で，最も注目されるのは，

　‘prepare　a　sheet　oアpaper　Ruled　on　l）θ一

btoγand　Cγθditoγ一sides，　with　Lines　for　l．

s．d．……Then　make　a　Title　of　Profit

and　Loss，　Debtor　and　Creditor，　And　a

Title　of　Batance　Going　out，1）ebtor　and

Creditor，　upon　the　said　sheet　of　PaPer．

とのぺている点である。問題はここに，Bala・

nce　sheetとProfit　and　Loss　sheetとの両

シートが提示されていることと，この両シー

トの機能である。

　スネルのこの簿記書に関する限り，仕訳帳

・元帳に関する具体的な解説，雛形はまった

くない。また，個別の勘定（ロ座）の解説も

まったくない。いうまでもなく，この両シー

トの事例も掲げてはいない。勘定の貸借差額

（the　Foot）を両シートに移すとだけのべて

いるにすぎない。そこで，この両シートで検

証した上で損益勘定と残高勘定の両集合勘定
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を元帳に開説するのか（この場合では，両勘定

口座への振替記帳は，多くの例では仕訳帳を経由

しない），それとも，この両シートが，両集合

勘定それ自体なのか，必ずしもはっきりしな

い。この両シートが，会計報告書として認識

されていることは，まずありえない。

　スネルは英国で最初の（すくなくとも初期の）

Public　Accountantとしての仕事をした入物

である。彼のSouth－Sea（Bubble）Company

の会計監査の一端は，Observations　made

uPon　EXamining　the　Boo海30f　SAWBRI－

DGE　and　ComPany，　By　CHARLES　SNELL，

1720，CHARLES　SNELL　in　his　Examina－

tion　of　the　Bookes　of　Turner　and　Com・

pany　etc．〔anon．〕，1721（？），　A　Short

ANSWER　to　a　PaPer　bigining　with（CAR・

LES　SNELL，　etc．1721（？）で明らかであ

る。尚，SAWBRIDGEとあるのは，　South・

Sea　Companyの役員であったJacob　Saw・

bridgeであり，1719年3月21日，　Sawbridge

and　CompanyがSouth－Sea　Companyの株

式を125，　OOOポンド（時価）で購入すること

とし，出納役Knight　and　Surmanに醜o々θs

and　Companyを仲立ちとして172，770ポン

ド（超過47，770ポンド）渡している事情が調

査されている。その他，種々な不正経理の実

態が明らかにされている。
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